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群馬 長崎
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 6 0 3 0 2 1 5 4 * (C) 18 0 9 0 2 3 4

5 * 2 0 1 0 3 0 4 5 * 11 1 4 0 1 4 4

6 * 44 1 17 7 3 11 1 6 * 15 2 4 1 1 2 2

7 * 18 2 5 2 1 4 2 7 * 12 2 3 0 3 3 1

8 * 22 2 8 0 4 3 1 8 4 0 2 0 1 0 1

9 0 0 0 0 0 0 0 9 4 0 2 0 1 1 2

10 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 11 4 0 0 4 0 2 0

12 0 0 0 0 0 0 0 12 4 0 2 0 1 1 0

13 4 0 2 0 0 3 2 13 * 2 0 1 0 3 4 0

14 0 0 0 0 0 0 0 14 16 0 8 0 0 9 0

0 0

96 5 36 9 13 22 15 90 5 35 5 14 29 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

群馬 長崎96 90

2014年10月19日(日) 会場： 長崎県立総合体育館13:30

少年男子２回戦

主審

副審

○ ●阿部　聖（北海道）

比嘉　涼太（沖縄）

小川 綾介

選　手　氏　名

今里 遼太

福島 瑠也

No. 19A-3 日時：

選　手　氏　名

石橋 倖祐

五十嵐 蒼

合計

戦　　評

記載者 宮川　剛 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

清水 将吾

池田 健人

斉藤 雅彦

小林 知矢

荒木 公士

土田 直輝

田中 佑哉

森山 湧斗

荒木 友弘

コーチコーチ 渡辺 英輔

中野 諭

山下 竜平

金田 新平

大町 イサ男

中山 雄姿朗

國武 龍聖

濵野 健太

埴生 浩二

松崎 颯馬

２回戦、群馬県対地元長崎県の対戦。両チームともにオールコートマンツーマンでスタート。１Ｑ、群馬県＃７の３

Ｐ、リバウンドシュートで得点を重ねるのに対し、長崎県は＃４のドライブイン、＃７の３Ｐなどで得点し、一進一退の

攻防が続き、１Ｑを２６－２４の長崎県リード。２Ｑに入り、群馬県がゾーンプレスでプレッシャーをかけ、長崎県のミ

スを誘い速攻に持ち込み逆転、徐々に点差を広げる。長崎県は＃５のミドルシュートや＃１１のフリースローで点差

を詰め、＃１４のリバウンドシュートで再び逆転。前半を５５－５１長崎県リードで終える。３Ｑ、群馬県のオールコー

トディフェンスに長崎県のミスが出始め、逆転を許す。群馬県＃６にゴール下を支配され、徐々に点差が開き始める。

長崎県はシュートが入らず、３Ｑが終わって７９－６７で群馬県リード。４Ｑに入り、長崎県が＃５の速攻などの連続

得点で差を詰めると、群馬県も＃７の３Ｐで応戦。長崎県は残り４分、＃６のカウントプレーで点差を３点まで詰める。

しかし、終始オールコートでプレッシャーをかけ続けた群馬県は、オフェンスリバウンドからの連続得点で９６－９０

で勝利した。長崎県も最後まで勝利を信じ諦めずにプレーし、観客から大きな拍手が送られた。
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